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Ⅰ．２０１８年度事業報告 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3月 31 日） 

 

2018年度事業は、2018年 3月 17日（土）開催の2017年度第 4回定時理事会において承認され

た事業計画及び収支予算に基づいて実行し、その概要は以下のとおりである。 

事業区分として、公益目的事業会計及び法人会計の 2 区分があり、本報告書はそれらの区分に

基づいて作成している。 

 公益目的事業   

○評議員会・理事会・委員会・セミナー等 

1． 4 月 21 日（土） 2018 年度日本版ホスピタリスト助成（長期・短期）の選考委員会（東京） 

 4 月 22 日（日） 2018 年度日本版ホスピタリスト助成（長期 1名）の選考委員会（東京） 

 2018 年度環太平洋アジアファンド留学助成の選考委員会（東京） 

 長期助成者：5 名、短期助成者 1名、環太平洋アジアファンドは応募者なし 

2． 5 月 24 日（木） 第 1回定時理事会、助成者壮行会 

3． 6 月 8日（金） 2018 年度第 1回賛助会費及び寄附金の依頼 

4． 6 月 15 日（金） 第 1回定時評議員会、第 1回臨時理事会 

5． 7 月 19 日（木） 第 1回企画開発委員会 

6． 8 月 10 日（金） 2018 年度第 2回賛助会費及び寄附金の依頼 

7． 8 月 30 日（木） 第 2回企画開発委員会 

8． 9 月 28 日（金） ワシントン大学ブランチャード教授来日 

9． 10 月 4 日（火） 2018 年度日本版ホスピタリスト助成（短期）の選考委員会（東京） 

10． 10 月 15 日（月）～24 日（水） 茨城県指導医団国外派遣事業（米国・ハワイ州ホノルル） 

11． 10 月 25 日（木） JANAMEF NEWS Vol．50 発行  

12． 10 月 27 日（土） 第 19 回医学留学セミナー（京都大学と共催）  

13． 11 月 16 日（金） 第 3 回企画開発委員会 

14． 11 月 21 日（水） 第 1 回学術委員会 

15． 11 月 26 日（月） 2018 年度第 3回賛助会費及び寄附金の依頼 

16． 12 月 12 日（水） 第 4 回企画開発委員会   

17． 2019 年 1 月 17 日（木） 第 5回企画開発委員会 

18． 2 月 3 日（日） 財団設立 30 周年記念会（東京） 
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19． 2 月 14 日（木） 第 3回選考委員会 

20． 2 月 15 日（金） 第 2回学術委員会 

21． 3 月 6 日（水） 2018 年度第 4回賛助会費及び寄附金の依頼 

22． 3 月 16 日（土） 第 4回選考委員会 

23． 3 月 16 日（土） 第 3回定時理事会、第 2回評議員会 

24． 3 月 29 日（金） 2019 年度日本版ホスピタリスト助成の応募締切 

 2019 年度環太平洋アジアファンド留学助成の応募締切 

 

○団体助成 

1． 4 月 27 日（金）～29 日（日） 第 3回東京国際内視鏡ライブ（東京ライブ） 

2． 6 月 2日（土）～3 日（日） 第 12 回 IT ヘルスケア学会学術大会 

3． 8 月 24 日（金）～26 日（日） 第 28 回日本外来小児科学会年次集会 

4． 12 月 8 日（土）～9 日（日） 第 8回日本在宅看護学会 

5． 2 月 15 日（金）～16 日（土） 第 18 回日本病院総合診療医学会学術総会 

 

○個人助成 

1． 4 月 21 日（土） 2018 年度日本版ホスピタリスト助成（長期・短期）の選考（6 名） ------ （米国他） 

2． 8 月 13 日（月）～18 日（土） 医学部夏期集中医学英語研修の助成（15 名） ---------- （米国） 

3． 10 月 2 日（月） 2018 年度日本版ホスピタリスト助成（短期）の選考（4 名） ----------- （米国他） 

4． 10 月 7 日（日）～13 日（土） 第 15 回アメリカ短期看護研修の助成（7 名）  ----------  （米国） 
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Ⅱ．２０１８年度事業詳細 

2018 年度事業計画に基づき、公益目的事業として 5 件の団体助成、4 件の個人助成、１件のセミナー、茨

城県指導医団国外派遣事業支援業務を実施したので詳細を以下に報告する。 

 

 公益目的事業   

団体助成 

 

１．第 3 回東京国際内視鏡ライブ（東京ライブ） 

  会期：2018 年 4月 27 日（金）～30 日（日） 

  主催：東京国際内視鏡ライブ 

  代表世話人長：井上 晴洋（昭和大学江東豊洲病院 消化器センター長） 

  会場：昭和大学江東豊洲病院 ９階講堂 

 

２．第 12 回 IT ヘルスケア学会学術大会 

  会期：2018 年 6 月２日（土）～3日（日） 

  主催：一般社団法人 IT ヘルスケア学会 

  大会長：髙瀬 義昌（医療法人社団至髙会たかせクリニック 理事長） 

  会場：川崎市商工会議所 KCCI ホール 

 

３．第 28 回日本外来小児科学会年次集会 

  会期：2018 年 8 月 24 日（金）～26 日（土） 

  主催：日本外来小児科学会 

  大会長：黒木 春郎（医療法人社団嗣業の会 外房こどもクリニック 理事長） 

  会場：東京国際フォーラム 

 

４．第 8 回日本在宅看護学会 

  会期：2018 年 12 月 8日（土）～9 日（日） 

  主催：日本在宅看護学会 

  大会長：冨安 眞理（静岡県立大学看護学部 教授） 

  会場：静岡県立大学 小鹿キャンパス 

 

 

５．第 18 回日本病院総合診療医学会学術総会 

  会期：2019 年 2 月 15 日（金）～16 日（土） 

  主催：日本病院総合診療医学会 

  大会長：徳田 安春（一般社団法人群星沖縄 臨床研修センター長） 

  会場：沖縄科学技術大学院大学（OIST） 
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個人助成 

 

１．日本版ホスピタリスト助成（長期）助成者 
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２．日本版ホスピタリスト助成（短期）助成者 
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３．医学部夏期集中医学英語研修 

応募者 ： ２０名 

合格者 ： １５名（書類審査による選考） 

期  間 ： ２０１８年８月１３日（月）～１８日（土）（６日間） 

主催及び研修場所 ： Hawaii Tokai Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｌｌｅｇｅ（HTIC） 

協 力：神戸大学医学部、東海大学医学部 

 

 

№ 氏  名 所   属   先 № 氏  名 所   属   先 

1 福西 智美 

 

大阪医科大学（5 年） 9 山口 恵利帆 長崎大学（5 年） 

2 國廣 祐公子 

 

東京大学（5 年） 10 伊吹 優里 愛媛大学（5 年） 

3 近藤 俊介 

 

東京慈恵会医科大学（5 年） 11 藤田 美優子 三重大学（5 年） 

4 佐藤 眞 

 

東京慈恵会医科大学（5 年） 12 野中 沙織 久留米大学（6 年） 

5 

 

西谷 恒星 

 

奈良県立医科大学（5 年） 13 松根 佑典 昭和大学（5 年） 

6 内藤 宏 

 

慶応義塾大学（5 年） 14 丹野 利紗 自治医科大学（5 年） 

7 山中 隼 

 

慶応義塾大学（5 年） 15 糸数 昌史 東京大学（5 年） 

8 青沼 可也 

 

京都大学（6 年） 

 

 

 

 

 

４．アメリカ短期看護研修 

応募者 ： ７名 

合格者 ： ７名（書類審査による選考） 

期  間 ： ２０１８年１０月７日（日）～１３日（土）（７日間） 

受入機関：ポートランド州立大学（PSU） 

企画・実施 ：株式会社トラベル・パートナーズ 

 

 

№ 氏  名 所   属   先 № 氏  名 所   属   先 

1 佐藤 藍 自治医大付属さいたま医療センター 5 

 

前田 恵里佳 鳴海クリニック 

2 須藤 麻友 聖隷浜松病院 6 兵頭 美和 無職（研修当時） 

3 佐宗 加奈子 聖隷浜松病院 7 舟橋 津伸 成田赤十字病院 

4 小澤 マリ子 静岡市立清水病院 
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第 19 回 医学留学セミナー 

グローバルな視点からの２１世紀医学教育 

 
日時：2018 年 10 月 27 日（土）12:45～16:45 主催：公益財団法人日米医学医療交流財団 

場所：京都大学医学部 芝蘭会館（本館） 共催：京都大学大学院医学研究科・医学部 

    稲盛ホール (社)芝蘭会 

後援：文部科学省、厚生労働省、（公社）日本医師会、（公社）日本看護協会、（公社）日本薬剤師会    

コーディネーター 

赤津晴子（国際医療福祉大学 医学部 教授、 

            医学教育統括センター長・成田キャンパス国際交流センター長） 

小池  薫（JANAMEF理事／京都大学大学院医学研究科 初期診療・救急医学 教授） 

2018 年 10 月 27 日（土）、医学留学セミナー 《グローバルな視点からの 21 世紀医学教育》 が京都大学で

開催され、登壇者 7 名、受講生 73 名（医学生 37 名、研修医 3 名、医師 15 名、高校生 1 名、その他 17 名）

合わせて 80 名が参加しました。 

日本における近年の医学教育は、卒前・卒後教育ともに大きく変革されつつありますが、これらの多くは米

国の医学教育法が参考となっています。今回のセミナーの第一部では、21 世紀の医師に必要な能力、医学

教育について考え、医療現場で活用できる英語力を身につける為のコツや、米国での医師免許取得のため

のUSMLE合格準備について、アドバイスをいただきました。第二部では、米国でレジデントとスタッフの両方を

経験した日本人医師から、米国で医師として働くことの意義や魅力について、さらにアテンディング・ラウンドの

実際についてうかがいました。 

＜第１部 Becoming a physician in the 21st Century＞国際医療福祉大学 医学教育統括センター長 赤津

晴子教授による「21 世紀の医学教育」では、21 世紀の医師に求められる能力は 20 世紀に求められた能力と

は異なることをお話しいただきました。21 世紀の医師に求められる能力は、①チーム医療を行うための高いコ

ミュニケーション能力、②指数関数的に増加する医学情報を吟味、選択、統合できる能力、③国際化を受け

入れて多様性に順応できる能力で、そのためには受け身でなく能動的なアクティブラーニングが重要であるこ

と、敢えて多様性を求める勇気と行動が大切であることが強調されました。次の国際医療福祉大学医学部 押

味貴之准教授による「医療現場で使える英語力を伸ばす」では、医師・患者間のコミュニケーションと医師間の

コミュニケーションでは使用する医学英語が異なること、医学英語を身につける最適な道は医学を英語で学べ

ばよいことが示されました。また、押味貴之先生による「医療現場で使える英語力を伸ばす」では、①身体診察

を中心とした Bedside Medicine の重要性、② USMLE 受験前の米国臨床留学の重要性、③Step1、2 合格に

必要な学修方法につき、具体的に解説していただきました。 

＜第２部 米国で医師として働く＞板橋中央総合病院副院長／総合診療科主任部長 加藤良太朗先生の

「米国でレジデントとスタッフを経験して」では、留学前の逸話や留学後の苦労話を交えて、米国留学の魅力

についてお話しいただきました。米国から学ぶことや日本を出て学ぶことはとても有意義であること、さらには

米国で活躍している日本人医師は意外と多く、米国人医師の模範的存在となっていることも紹介されました。

加藤良太朗先生の「米国のアテンディング・ラウンド」では、米国の内科病棟で一般的に行われる回診が実演

され、その後１時間にわたり、講師の先生方と参加者でディスカッションが行われましたが、留学の話、日本版

ホスピタリストの話など、質疑応答は熱気に満ちたものとなりました。 
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日米医学医療交流財団 30 周年記念会 式次第 

2019 年 2 月 3 日（日） ホテルオークラ東京 別館地下 2階 アスコットホール 

 

15：30      受付開始 

16：00～16：45  第１部 記念式典 

         開会あいさつ                  会長  黒川 清 

         来賓祝辞      東京都知事           小池百合子様 

                   衆議院議員           小泉進次郎様 

                   財務省 事務次官         岡本薫明様 

                   文部科学省 高等教育局長     伯井美徳様 

                   厚生労働省 医政局長       吉田 学様 

                            進行  専務理事 宇田左近 

 

16：45～18：15  第２部 講演及びパネルディスカッション 

         「日本における『ホスピタリスト』導入の効果と留意点」 

         演者： 

         加藤良太朗先生（板橋中央総合病院 副院長） 

         小西 竜太先生（関東労災病院 経営戦略室室長 救急総合診療科部長） 

         八重樫牧人先生（亀田総合病院 総合内科部長） 

         清田 雅智先生（飯塚病院 総合診療科） 

         松村 理司先生（洛和会ヘルスケアシステム 総長 / JANAMEF 理事） 

                              進行  加藤良太朗先生 

 

18：15～20：00  第３部 祝賀会・フェロー帰国報告 

          乾杯         （公社）全日本病院協会 会長  猪口雄二様 

         フェロー帰国報告 

         挨拶                     理事長  清水一功 

                              進行  理事 野村 実 
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茨城県指導医団国外派遣事業支援業務実施報告 

 
財団では、医学医療の国際交流を支援してきたこれまでの実績をもとに、地方公共団体に対する支援業務

として、5 回目の茨城県指導医団国外派遣事業支援業務を実施しました。本事業は、茨城県内の指導医の更

なる指導能力の向上を図るため、意欲ある指導医団を米国（ハワイ）に派遣し、当地の医療現場や医療施設

などで、先進的な指導・教育方法を学ぶものです。財団では、派遣プログラムの作成からその実施まで一貫し

た業務を支援しました。その概要を以下のとおり報告します。 

 研修期間： 2018 年 10 月 15 日（月）～24 日（水）（8 泊 10 日間） 

 研 修 地： 米国ハワイ州ホノルル市 

 主   催： 茨城県保健福祉部医療対策課医師確保対策室 

 企画・実施支援： 公益財団法人 日米医学医療交流財団 

  

支援業務の概要 

●事業の目的 

県内の指導医の更なる指導能力の向上を図るため、意欲ある指導医団を結成し、世界標準の先進的

な指導・教育に取り組んでいる米国（ハワイ）に派遣することで、スキルの向上と県内研修体制の強化を推

進し、「若手医師教育研修立県」としてのイメージの向上及び医師の県内定着を目的とする。 

●受託業務の内容 

① 指導医団国外派遣プログラムの作成 

② 出発前の準備（オリエンテーションを含む）  

③ 派遣先でのプログラムの実施 

④ 必要物品並びに手続きの手配及び支払い 

●支援期間 

平成 30年 5 月 30 日～平成 31 年 1月 31 日 

●主な研修内容 

① 外来・救急等でのレジデントへの指導方法 

② ベッドサイドにおけるレジデントへの指導方法 

③ カンファレンスにおける指導方法 

④ 医師のプロフェッショナリズム（マナー・接遇・倫理） 

 

プログラムの主な内容 

●聖ルカ・クリニック研修（プライマリーケアのシャドーイング） 

●ワイキキ緊急医療クリニック研修（救急外来のシャドーイング） 

●クリニカルティーチングワークショップ（Problem-Based Learning）2 日間（レジデントへの指導方法や 

ノウハウをレクチャー） 

●クイーンズメディカルセンター 

レジデント教育システム、レジデントのオリエンテーション視察、ホスピタリストの朝に密着、 

レジデント病棟回診、レジデント教育についてのレクチャー 
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●カピオラニコミュニティーカレッジ（KCC） 

Health Science Programs Tour（コメディカルの学部視察）、Castle Medical Center（病院視察） 

●ハワイ大学・ジョン A.バーンズ医学、SimTiki シミュレーションセンター：シミュレーション教育 

●ハワイ大学・ジョン A.バーンズ医学部教授よりレクチャー、米国の医学教育システムについて 

●レジデント（JANAMEF Fellow）訪問＆日・ハワイ医療交流 
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Ⅲ．２０１８年度理事会・評議員会議事 

 

第１回 理事会 （定時） 

日時：2018 年 5月 24 日（木） 17:00～18:30   

場所：財団事務所会議室 

審議事項 

 1．平成 29 年度事業報告について 

 2．平成 29 年度決算報告について 

 3．次回評議員会について 

報告事項 

1． 平成 30 年度事業執行状況について 

 

第１回 評議員会 （定時） 

日時：2018 年 6月 15 日（金） 16:00～17:00 

場所：財団事務所会議室 

審議事項 

 １．平成 29年度事業報告について 

 2．平成 29 年度決算報告について 

報告事項 

１．平成 30年度事業執行状況について 

 

第２回 理事会 （臨時） 

日時：2018 年 6月 15 日（金） 17:00～17:30 

場所：財団事務所会議室 

審議事項 

 1．選考委員会規則の一部改正について 

 2．満期を迎える債券の再運用先について 

 3．2018 年度各会議予定日［案］について 

 

第３回 理事会 （臨時） 

日時：2018 年 10 月 13 日（土） 

場所：理事全員から電磁的記録により同意の意思表示を得る 

審議事項 

 1．評議員会の招集 

 2．顧問 1名の選任（再任） 

 

第２回 評議員会 （臨時） 

日時：2018 年 10 月 15 日（月） 

場所：評議員全員から電磁的記録により同意の意思表示を得る 

審議事項 
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 １．評議員 1名の選任（新任） 

 

第３回 評議員会 （定時） 

日時：2019 年 3月 16 日（土） 16：00～18:30   

場所：学士会館 302 号室 

審議事項 

 1．定款第 31条第 4項（顧問の任期）変更 

報告事項 

 1．平成 31 年度事業計画案の承認 

 2．平成 31 年度収支予算案の承認 

 3．次回定時評議員会開催日程について 

 4．資産運用状況 

 5．財団設立 30 周年記念会 

 6．茨城県指導医団派遣事業の支援 

 7．その他 

 

第４回 理事会 （定時） 

日時：2019 年 3月 16 日（土） 16：00～19:00   

場所：学士会館 302 号室 

報告討議事項 

平成 30 年度概況、31 年度目標及び課題 

審議事項 

1．平成 31 年度事業計画案の承認 

2．平成 31 年度事業計画案の承認 

3．定款第 31条第 4項（顧問の任期）変更を評議員会の目的事項にすることについて 

4．次回評議員会について 

報告事項 

1．資産運用状況 

2．財団設立 30 周年記念会 

3．茨城県指導医団派遣事業の支援 

4．その他 
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Ⅳ．組 織 

１．顧問・評議員・役員名簿 （顧問 5名、評議員 9名、理事 12 名、監事 2名） 

 

役  職 氏     名 職     業   （ 所    属  ・  役    職   ） 

顧  問 小玉 正智 

髙久 史麿 

伴 信太郎 

牧野 治郎 

横倉 義武 

滋賀医科大学 名誉教授 

公益社団法人地域医療振興協会 会長 

愛知医科大学 特命教授 医学教育センター長 

一般社団法人日本損害保険協会 副会長 

公益社団法人日本医師会 会長 

   
評 議 員 井上 大輔 

岩井 一宏 

大瀧 守彦 

栗原  敏 

小林 恵一 

呉屋 朝幸 

立川 幸治 

鳥羽  董 

新浪 剛史 

日本医科大学千葉北総病院 緩和ケア科 教授、旭川大学 客員教授 

京都大学大学院医学研究科長・医学部長 

日本特殊陶業株式会社 取締役 

学校法人慈恵大学 理事長 

ハワイ 聖ルカ・クリニック 院長、神戸大学医学部 臨床教授 

杏林大学 名誉教授、善仁会小山記念病院 顧問 

大阪紙業株式会社 代表取締役社長 

百農社国際有限公司（香港） 特別顧問 

サントリーホールディングス株式会社 代表取締役社長 

   

会  長 黒川  清 日本医療政策機構 代表理事 

理 事 長 清水 一功 
社会福祉法人ロングライフ小諸 理事長 

医療法人社団御代田中央記念病院 理事長 

専務理事 宇田 左近 ビジネス・ブレークスルー大学 副学長 

理  事 遠藤 直哉  

小池  薫 

小山  勇 

髙瀬 義昌 

髙本 眞一 

野村  実 

福井 トシ子 

松村 理司 

山本 信夫 

弁護士法人フェアネス法律事務所 代表弁護士 

京都大学大学院医学研究科 初期診療・救急医学分野 教授 

埼玉医科大学国際医療センター 病院長 

医療法人社団至髙会 たかせクリニック 理事長 

東京大学 名誉教授 

東京女子医科大学医学部 麻酔科学教室 教授 

公益社団法人日本看護協会 会長 

洛和会ヘルスケアシステム 総長 

公益社団法人日本薬剤師会 会長 

      

監  事 伊藤 信彦 

髙倉 公朋 

 

浦和税理士法人 代表社員 

公益財団法人日本脳神経財団 理事長 

東京脳神経センター 所長 

＊50 音順 
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２．委員名簿 

（１）学術委員名簿（１５名） 

 

役  職 氏     名 職     業   （ 所    属  ・  役    職   ） 

委 員 長 髙本 眞一 東京大学 名誉教授 

委  員 芦田 ルリ 

天谷 雅行 

池田 俊也 

 

井上 大輔 

宇田 左近 

久保 惠嗣 

髙田 和生 

田中 雄二郎 

錦見 尚道 

橋本 正良 

福井 トシ子 

古川 俊治 

 

宮﨑  隆 

山本 信夫 

東京慈恵会医科大学 教授 国際交流センター長 

慶應義塾大学 医学部長 

国際医療福祉大学医学部 副医学部長、公衆衛生学 教授、 

大学院医学研究科 公衆衛生学専攻主任 

日本医科大学千葉北総病院 緩和ケア科 教授、旭川大学 客員教授 

ビジネス・ブレークスルー大学 副学長 

地方独立行政法人長野県立病院機構 理事長 

東京医科歯科大学 副理事・統合教育機構 教授 

東京医科歯科大学 理事・副学長 

名古屋第一赤十字病院 副院長 

埼玉医科大学 総合診療内科学 教授 

公益社団法人日本看護協会 会長 

参議院議員、慶應義塾大学法科大学院教授・医学部外科教授、 

TMI 総合法律事務所 弁護士 

昭和大学 副学長・国際交流センター長 

公益社団法人日本薬剤師会 会長 

（２）選考委員名簿（１０名） 

役  職 氏     名 職     業   （ 所    属  ・  役    職   ） 

委 員 長 小池  薫 京都大学大学院医学研究科 初期診療・救急医学分野 教授 

委  員 青木  眞 

赤津 晴子 

 

上塚 芳郎 

小林 恵一 

阪井 裕一 

D.サターホワイト

中島 康雄 

 

橋本 正良 

松村 理司 

感染症コンサルタント 

国際医療福祉大学医学部 教授、医学教育統括センター長、 

成田キャンパス国際交流センター長 

東京女子医科大学附属成人医学センター所長・特任教授 

ハワイ 聖ルカ・クリニック 院長、神戸大学医学部 臨床教授 

埼玉医科大学総合医療センター 小児科 教授 

元 フルブライト・ジャパン 事務局長 

ミッドタウンクリニック東京ベイ 特別顧問 

聖マリアンナ医科大学 名誉教授 

埼玉医科大学 総合診療内科学 教授 

洛和会ヘルスケアシステム 総長 
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（３）企画開発委員名簿（７名） 

役  職 氏     名 職     業   （ 所    属  ・  役    職   ） 

委 員 長 野村  実 東京女子医科大学医学部 麻酔科学教室 教授 

委  員 宇田 左近 

遠藤 直哉 

小池  薫 

小山  勇 

呉屋 朝幸 

髙瀬 義昌 

ビジネス・ブレークスルー大学 副学長 

弁護士法人フェアネス法律事務所 代表弁護士 

京都大学大学院医学研究科 初期診療・救急医学分野 教授 

埼玉医科大学国際医療センター 病院長 

杏林大学 名誉教授、善仁会小山記念病院 顧問 

医療法人社団至髙会 たかせクリニック 理事長 

 ＊50 音順 

 

 

３．事務局 

現在事務局は、常勤職員 2名と非常勤職員 2名で対応している。 
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Ⅴ．事業報告の附属明細書 

 

平成 30 年度事業報告の附属明細書は、事業報告の内容を補足する重要な事項が存在しないので作成し

ない。 
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